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～都における運用と業務内容～

令和7年3月11日

東京都保健医療局感染症対策部



急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスについて

■急性呼吸器感染症（ARI）サーベイランスの目的

急性呼吸器感染症（ARI）の定義に合致する症例数及び収集された検体又は病原体から、各感染症の患者数や病原体等の
発生数を集計し、国内の急性呼吸器感染症の発生の傾向（トレンド）や水準（レベル）を踏まえた、流行中の呼吸器感染

症を把握する。また、新興・再興感染症の発生を迅速に探知する。

■症例定義

咳嗽（がいそう）、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁（びじゅう）、鼻閉（びへい）のどれか1つの症状を呈し、発症から10日以

内の急性的な症状であり、かつ医師が感染症を疑う外来症例（※発熱の有無を問わない）

■国の方針等

・令和7年4月7日以降、感染症法第14条に基づく定点サーベイランス（ARIサーベイランス）を実施
・都道府県は、既存の定点医療機関を活用して急性呼吸器感染症（ARI）患者定点／病原体定点を指定

ARI患者定点 ARI病原体定点

国の方針・

検討状況

・週1回 、 年齢別／性別の患者数を 報告

・現在の小児科定点、インフルエンザ／COVID-19定点を活用

・保健所管内人口に対する定点医療機関数を見直し、現在の

約5,000か所を3,000か所程度（全国）とする

・従来の小児科定点、インフルエンザ／COVID-19定点の疾患

サーベイランスは変更なく、急性呼吸器感染症の症例定義に

該当する年齢階級別の患者数を報告

・患者から採取した検体を地方衛生研究所へ提出

・ARI患者定点の約10％を選定する（実績優先）

・ARI病原体定点は、営業日のうち週はじめから数えて第2営業

日に収集された、はじめの5検体を目標に提出

・ARI病原体定点から提出されたCOVID-19検体のうち月20検体

について、地方衛生研究所でゲノム解析を実施

都の方針・

検討状況

・現在の小児科定点、インフルエンザ／COVID-19定点を継続

して指定（現在の定点数419を維持）

・現在の小児科病原体定点、インフルエンザ病原体定点を継続

して指定（現在の定点数41を維持）

・健康安全研究センターでCOVID-19検体のゲノム解析を実施



・感染症法上の整理は

左の図のとおり

・実際の報告は症例定義に

合致するものを報告

（黒の点線部分の総数）

（内訳は不要）

感染症法上の急性呼吸器感染症（ARI）の疾患概念の整理

【急性呼吸器感染症の症例定義】
咳嗽(がいそう)、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁(びじ

ゅう)、鼻閉(びへい)のどれか1つの症状を呈し、
発症から 10 日以内の急性的な症状であり、かつ
医師が感染症を疑う外来症例

第2回都道府県説明会（R7.2.18）資料抜粋



急性呼吸器感染症（ARI）患者報告について

■報告内容
小児科定点医療機関 …現在、ご報告いただいている、①小児科定点対象疾患、②インフルエンザ、

③COVID-19に加え、以下の症例定義に該当する患者を年代別、性別ごとに
週単位で集計したもの（疾患別内訳の報告は不要）

内科定点医療機関 …現在、ご報告いただいている、①インフルエンザ、②COVID-19に加え、
以下の症例定義に該当する患者を年代別、性別ごとに週単位で集計したもの
（疾患別内訳の報告は不要）

■報告方法
・上記で集計した数字を、翌週、管轄保健所の定める期日までに週報として報告
・原則として、感染症サーベイランスシステムによる報告
インターネット環境がない等、システムを利用できない場合は、管轄保健所で定める方法（FAX等）

【急性呼吸器感染症の症例定義】
咳嗽(がいそう)、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁(びじゅう)、鼻閉(びへい)のどれか1つの症状を呈し、
発症から 10 日以内の急性的な症状であり、かつ医師が感染症を疑う外来症例

■初回の報告
令和7年4月7日（月）～4月13日（日）分を、4月14日（月）に報告

ARI定点医療機関の患者報告方法



第2回都道府県説明会（R7.2.18）資料抜粋

急性呼吸器感染症（ARI）患者報告について



急性呼吸器感染症（ARI）患者報告について

第2回都道府県説明会（R7.2.18）資料抜粋



✓ これまでの小児科対象疾患や、インフルエンザ、COVID-19は、引き続き入力する必要あり

✓ システムの画面は現行から変更はなし

急性呼吸器感染症（ARI）患者報告について

感染症サーベイランスシステムについて



✓ インフルエンザなどの入力を行っている「感染症発
生動向調査サブシステム」ではなく、「異常事象検
知サーベイランスサブシステム」で入力

✓ インフルエンザ、新型コロナ等の個別の疾患を含め、
症例定義に合致する患者数の総数として報告

✓ 10歳未満についても10歳代と同様、5歳刻みの年齢
区分

急性呼吸器感染症（ARI）患者報告について

感染症サーベイランスシステムについて
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　　　　　　年齢
　疾患名

急 性 呼 吸 器 感 染 症 *

合　計

水 痘

不 明 発 し ん 症

ヘ ル パ ン ギ ー ナ

突 発 性 発 し ん

合　計

  　注１）川崎病、不明発しん症は東京都独自の報告対象疾患です。
　　注２）感染性胃腸炎については、原因の如何に関わらず、届出基準に合致する患者を診断し、又は死体を検案
        した場合に届出を行うこと。

流 行 性 耳 下 腺 炎

川 崎 病

　　　　　　年齢
　疾患名

イ ン フ ル エ ン ザ
(鳥インフルエンザ及び
新型インフルエンザ等
感 染 症 を の ぞ く )

手 足 口 病

伝 染 性 紅 斑

　調査期間　 　　　　年　　月　　日(月)　～　　月　　日(日)      　医療機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　年齢
　疾患名

　　　　　　年齢
　疾患名

新型コロナウイルス感
染症（病原体がベータコロナ
ウイルス属のコロナウイルス
（令和二年一月に、中華人民共
和国から世界保健機関に対し
て、人に伝染する能力を有する
ことが新たに報告されたものに
限る。）であるものに限る。）

合　計

感染症発生動向調査（小児科定点）

Ｒ Ｓ ウ イ ル ス
感 染 症

咽 頭 結 膜 熱

Ａ 群 溶 血 性 レ ン サ
球 菌 咽 頭 炎

感 染 性 胃 腸 炎

定点医療機関からのコメント

週報

*急性呼吸器感染症の症例定義
咳嗽(がいそう)、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁(びじゅう)、鼻閉(びへい)のどれか１つの症状を呈し、発症から10日以内の急性的な症状で

あり、かつ医師が感染症を疑う外来症例

別記様式３

調査期間　　　　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日 医療機関名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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以上
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女

0歳 1～4 5～9

急性呼吸器感染症

　　感染症発生動向調査（インフルエンザ／COVID-19定点）

インフルエンザ
（鳥インフルエンザ及び新型
インフルエンザ等感染症をの
ぞく）

新型コロナウイルス感染症
（病原体がベータコロナウイルス
属のコロナウイルス（令和二年一
月に、中華人民共和国から世界保
健機関に対して、人に伝染する能
力を有することが新たに報告され
たものに限る。）であるものに限
る。）

週報

*急性呼吸器感染症の症例定義
咳嗽(がいそう)、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁(びじゅう)、鼻閉(びへい)のどれか１つの症状を呈し、発症から10日以内の急性的な症状で

あり、かつ医師が感染症を疑う外来症例

内科(ARI)定点

小児科定点
把握疾患
(RSウイルス、
手足口病等)

ARI定点
把握疾患

※赤枠部分が今回追加箇所

小児科定点

急性呼吸器感染症（ARI）患者報告について

都様式（紙様式）について



■提出検体 ※令和7年4月7日（月）診断分から

※急性呼吸器感染症の症例定義に該当する患者検体は
原則、営業日のうち週はじめから数えて第2営業日に収集された、はじめの5検体を目標に提出する。
ただし、第2営業日に5検体収集できない場合は、第2営業日以外の検体も可

（例）月曜日が営業日、木曜日が休診の医療機関の場合：火曜日に5検体を採取
月曜日が営業日、火曜日が休診の医療機関の場合：水曜日に5検体を採取

■提出方法
現行どおり、東京都健康安全研究センターの回収車で回収（週1回を予定）
回収日までは、冷蔵・冷凍保存をお願いいたします。

全国で同条件の検体を採取
することで、統一的なサーベイ
ランスを実施することが目的

定点種別 対象疾患 検体数

小児科
病原体定点

感染性胃腸炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、突発性
発しん、流行性耳下腺炎

週1～2検体

急性呼吸器感染症の症例定義に合致するもの
※営業日のうち 週はじめから数えて第2営業日
に収集された、はじめの5検体

都独自で設定している疾患
・川崎病 ・不明発しん症

月1～2検体

内科
病原体定点

急性呼吸器感染症の症例定義に合致するもの
※営業日のうち 週はじめから数えて第2営業日
に収集された、はじめの5検体

ARI病原体定点医療機関の検体提出方法

急性呼吸器感染症（ARI）病原体提出について



　※ご提出いただいた検体に対しては、次の項目を検査いたします。

【ウイルス系検査項目】

【細菌系検査項目】

　　①A群溶血性レンサ球菌　②マイコプラズマニューモニエ　③百日咳菌

　【症例定義】

　咳嗽(がいそう)、咽頭痛、呼吸困難、鼻汁(びじゅう)、鼻閉(びへい)のいずれか１つの症状を呈し、
　発症から10日以内の急性的な症状であり、かつ医師が感染症を疑う外来症例

急性呼吸器
感染症
(ARI)

診断名
・RSウイルス感染症　　・咽頭結膜熱　　・A群溶血性レンサ球菌咽頭炎　・ヘルパンギーナ
・インフルエンザ　　　（迅速診断キット検査結果：　A型陽性　　B型陽性　　陰性　　）
・新型コロナウイルス感染症　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　以下の症例定義に該当する患者の検体をご提出ください。
　なお、ウイルス輸送用培地（咽頭拭い液・鼻腔拭い液・鼻咽頭拭い液）、細菌輸送用培地（咽頭拭い液・鼻腔
拭い液）のいずれか一方をご提出ください。

診
断
名

小児科

眼科

性感染症

基幹

　　・ペニシリン耐性肺炎球菌感染症　　 ・メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症　 ・薬剤耐性緑膿菌感染症

　　・インフルエンザ　※入院患者のみ　（迅速診断キット検査結果：　　A型陽性　　　　B型陽性　　　陰性　　）

　　・クラミジア肺炎（オウム病を除く）　　・感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスに限る）   　・マイコプラズマ肺炎

　　・川崎病 　 ・不明発しん症

　　・流行性角結膜炎　　・急性出血性結膜炎

　　・細菌性髄膜炎（インフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因とするものを除く）　　 ・無菌性髄膜炎

　　①インフルエンザウイルス（A・B）　②SARS-CoV-2　③ヒトパラインフルエンザウイルス１～４

　　④RS ウイルス　⑤ヒトメタニューモウイルス　⑥ライノ／エンテロウイルス　⑦アデノウイルス

　　・性器クラミジア感染症　　　　・性器ヘルペスウイルス感染症　　　　・尖圭コンジローマ

　　・淋菌感染症　　　　　　　　　  ・膣トリコモナス症

　　・感染性胃腸炎　　・水痘　　・手足口病　　・伝染性紅斑　　・突発性発しん　　・流行性耳下腺炎

※作成中のため、変更になる可能性があります

【お願い】

急性呼吸器感染症の症例定義

に該当する患者の検体につい

ては、医療機関の判断により、

ウイルス検査用・細菌検査用、

どちらかの採取容器を選択し

てご提出ください。

※改訂版の病原体定点マニュア

ル・検査票を作成中です

急性呼吸器感染症（ARI）病原体提出について

病原体定点検査票について



第15週分（4月17日発行予定）から追加予定

東京都感染症情報センター 週報

分析・情報還元について



急性呼吸器感染症について

急性呼吸器感染症の流行状況

今後追加予定

東京都感染症情報センター ホームページ

分析・情報還元について



急性呼吸器感染症

急性呼吸器感染症

急性呼吸器感染症

急性呼吸器感染症の流行状況

１．急性呼吸器感染症とは

インフルエンザなどと同様に
急性呼吸器感染症についての説明ページを作成予定

今後追加予定

東京都感染症情報センター ホームページ

分析・情報還元について



急性呼吸器感染症の流行状況

急性呼吸器感染症の年齢構成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 週

3  急性呼吸器感染症とインフルエンザ、COVID-19の比較（タイトル仮）

週

グラフとマップはWEB感染症発生動向調査システムの改修が

必要となるため、4月下旬から掲載開始予定

東京都感染症情報センター ホームページ

分析・情報還元について



ご清聴ありがとうございました
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